
日ASEAN物流政策対話・ワークショップ

物流審議官部門では、物流の課題に対する相互理解を目的とした日ASEAN各国との二国間による政府
間対話、及び対象国の物流事業者の技能向上を目的としたワークショップを毎年開催。
今年度は、本年１０月にラオス、カンボジアとの間で開催。来年１月にはマレーシアとの間で開催予定。

物流政策対話・ワークショップについて

（１）日時：２０１５年（平成２７年）１０月２６日（月）
【午前中：物流政策対話、午後：ワークショップ】

（２）場所：カンボジア・プノンペン
（３）出席者：【日本側代表】 羽尾国土交通省物流審議官

【カンボジア代表】 チャンコサル公共事業運輸省副大臣
（４）議論の内容
【物流政策対話】
①両国の物流施策の現況及び課題について
②昨年度実施した物流パイロット事業（ ASEAN地域におけるクロス
ボーダー国際宅配輸送実証事業）の結果概要報告

③カンボジアにおける物流効率化促進に向けた、物流制度上の課
題、物流マスタープラン策定、物流効率化促進施策等につきディ
スカッション形式による議論を実施

【ワークショップ】
①物流効率化とパレチゼーションについての紹介
②北東アジア物流情報サービスネットワーク（NEAL-NET）の紹介

日カンボジア物流政策対話・ワークショップ概要

（１）日時：２０１５年（平成２７年）１０月２２日（木）
【午前中：物流政策対話、午後：ワークショップ】

（２）場所：ラオス・ビエンチャン
（３）出席者：【日本側代表】 羽尾国土交通省物流審議官

【ラオス側代表】 ヴィエンサバット公共事業運輸省交通局長
（４）議論の内容
【物流政策対話】
①両国の物流施策の現況及び課題について
②本年実施予定の物流パイロット事業（メコン地域における陸上ハ
ブ・アンド・スポーク物流システム導入に向けた実証事業）への
協力要請

③ラオスへの物流人材育成支援事業の展開
【ワークショップ】
①物流効率化とパレチゼーションについての紹介
②物流人材育成支援モデル事業の実施
③日本の物流関連団体より活動概要の報告

日ラオス物流政策対話・ワークショップ概要
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